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CUC 公開講座 2024【第 6 回】 

会計教育研究所 IT リスクと不正事例「2025 の崖」DX・AI 

 

2018 年に発表された経済産業省の所謂 DX レポートではデジタルによる業務の変革が必要であり、

それが達成できない場合には日本企業の国際競争力が低下するという推測が「2025 年の崖」という衝

撃的な表現で紹介されています。 

確かに、テクノロジーの進歩は少子高齢化で労働人口の減少が続く日本の現状に対する有力な解決策

となっており、コロナ禍への対応でオンライン会議やペーパ—レスも加速し、様々な用途が模索されて

いる生成 AI の利用に関するハードルも下がっています。そのような観点からは DX への対応遅れがこ

れからの企業に深刻な影響を与える可能性は否めません。 

ただし、便利な IT を導入し、それに依拠する環境は時に足元を掬われる危険も内包しています。昨

今の報道等でも、新システムの開発・導入に失敗したり、長期に不正が発覚せずに多額の資金が流出し

たり、外部からの攻撃を受けるなど、IT 関連の事故が事業活動に大きな影響を与えることも少なくあり

ません。 

本講座は、不正事例等を参考に IT の利用に伴う危険性についての知識を得て、IT 利用者が備えるべ

きリスクについて検討を進める一助となることを目的としています。 

 

 

《 プログラム 》 

 

1. 15：30 ～ 15：40 【学長挨拶】 

              原科 幸彦 （千葉商科大学 学長） 

 

2.  15：40 ～ 16：55  【講演１】 

IT リスクと不正事例「2025 の崖」DX・AI 

                            小池 聖一・パウロ（千葉商科大学会計ファイナンス研究科 教授） 

 

3. 16：55 ～ 17：10  【質疑応答】 

                                      

       

【事務局】 千葉商科大学研究支援課 [TEL] 047-372-4863 [E-mail] sogoken-staff@cuc.ac.jp 

【CUC 公開講座 202４ Web】 https://www.cuc.ac.jp/event/2024/koza_project.html  


